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序
『
陶
淵
明
集
』
卷
四
に
三
篇
の
「
詠
史
詩
」
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。
「
詠
二
疏
」
、
「
詠
三
良
」
、
「
詠
荊
軻
」
で
あ
る
。
こ
の
第
一
篇
に
當
る
「
詠
二
疏
」
は
、

宣
の
時
、
・知
足
・
を
旨
と
し
て

し
た
疏
廣
、
疏
受
の
叔
を
詠
ず
る
も
の
で
、
制
作
時
期
に
つ
い
て
は

	あ
る
も
の
の
（
１
）、

容
に
つ
い
て
は
、
仕
＝
歸
を
實
行
し
た
古
人
の
顯
彰
と
い
う
以
外
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
踏
み
ん
だ
考
察
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
小
稿
で
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て
作
淵
明
の
實
作
意
圖
を
中
心
に
、
い
く
つ
か
の
私
見
を
べ
て
み
た
い
。
こ
こ
に
は
淵
明
の
思
想
の
み
な
ら
ず
、
六
時
代
の
「
詠
史
詩
」
な
ら
び
に
仕
を
め
ぐ
る
興
味
深
い
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
ま
ず
「
詠
二
疏
」
詩
の
原
文
を
示
し
て
お
く
。
テ
キ
ス
ト
は
、
汲
古
閣
舊
本
（
２
）を
底
本
と
し
、
必
に
應
じ
て
本
に
よ
る
文
字
の
同
に
言
す
る
。
１
大
象
轉
四
時
大
象
四 し
い時 じ
を
轉
ず
る
が
ご
と
く
２
功

自
去
功
な
れ
ば
自
ら
去
る
３
借
問
衰
底
本
、
一
作

來
借
問
す
衰
よ
り
來 この
か
た
４
幾
人
得
其
趣
幾
人
か
其
の
趣
を
得
た
る
と
５
游
目

中
目
を
游 う
つす

の
中
６
二
疏
復
此
擧
二
疏
此
の
擧
を
復
す
陶
淵
明
「
詠
二
疏
」
詩
に
つ
い
て
「
知
足
」
の
是
非
井
上
一
之
７
高
嘯
舊
居
高
嘯
し
て
舊
居
に
り
８
長
揖
儲
君
傅
長
揖 ゆ
うす
儲
君
の
傅
９
餞
傾
皇

餞
は
皇
を
傾
け
10
軒
盈
路
軒
は
路
に
盈
つ
11離
別

悲
離
別
は
の
悲
し
む
な
る
も
12餘
榮
何
足
	
餘
榮
何
ぞ
	る
に
足
ら
ん
13事

感
行
人
事
の


す
ぐれ
し
こ
と
行
人
を
感
ぜ
し
め
14賢
哉
豈
常
譽
「
賢
な
る
哉
」
と
は
豈
に
常
譽
な
ら
ん
15厭
厭
閭
里
歡
厭
厭
え
ん
え
んた
り
閭
里
の
歡
び
16
營
非
底
本
、
一
作
正
。
陶
詩
析
義
、
張
自
烈
本
、
陶
詩
彙
作

務
營
む
は
務
に
非
ず
17促
席
故
老
席
を
促 ま
じ
へ
故
老
を

ま
ねき
18揮
觴

素
觴
を
揮 ふ
るひ
て
素
を

い
ふ
19問
金
底
本
、
一
作
爾
寄
心
金
を
問
ふ
は
、
に
心
を
寄
す
る
も
20
言
曉
未
悟
言
も
て
未
だ
悟
ら
ざ
る
を
曉 さ
とす
21放
意
樂
餘
年
「
意
を
放
ほ
し
い
ま
まに
し
て
餘
年
を
樂
し
む
、
22遑
恤
身
後
慮
身
後
の
慮
を
恤 う
れふ
る
に
遑 いと
まあ
ら
ん
」
23誰
云
其
人

誰
か
云
ふ
其
の
人
し
、
と
。
24久
而
彌

久
し
く
し
て

彌 い
よ

か
な
り
體
は
容
に
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
る
。
ま
ず
第
一
段
、
頭
六
句
で
、
の
二
疏
（
二
人
の
疏
氏
）
が
「
功

自
去
」
と
い
う
「
趣
」
を
會
得
・
實
現
し
た
こ
と
に
對
す
る
、
作
の
積
極
な
價
が
示
さ
れ
る
。
續
く
第
二
段
八
句
（
７
句
～
14句
）
で
は
、
史
實
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
二
疏
が
官
を
去
っ
て
里
へ
と
歸
る
場
面
が
敍

の
中
心
と
な
る
。
「
餞
・

」
（
別
の
宴
）
は
二
疏
を
象
 す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
古
來
名
高
い
。
一
方
、
第
三
段
、
最
初
の
８
句
（
15句
～
22句
）
で
は
一
轉
し
て
歸
後
の
晏
如
た
る
日
々
「
務
（
３
）」
（
目
先
の
仕
事
）
に
!め
る
こ
と
な
く
、
"日
酒
#を
と
と
の
え
て
故
老
た
ち
と
宴
樂
す
る
が
$か
れ
る
。
第
19、
20句
「
問
金
寄
心
、
言
曉
未
悟
」
は
、
句
の
%
&
と
し
て
や
や
分
か
り
に
く
い
（
４
）が
、
財
'の
殘
り
を
氣
に
か
け
る
親
族
た
ち
に
(え
)し
た
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
最
後
の
二
句
に
お
い
て
、
二
疏
の
示
し
た
「
」
が
時
*の
經
+と
と
も
に
光
り
輝
く
、
と
結
ん
で
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
本
作
品
が
志
向
す
る
も
の
、
す
な
わ
ち
,題
で
あ
る
。
最
句
に
「
」
と
い
う
語
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
-體
に
何
を
指
す
の
か
。
そ
も
そ
も
「
詠
史
詩
」
で
あ
る
以
上
、
單
な
る
.史
事
實
の
敍
（
散
文
の
韻
文
/）
に
止
ま
ら
ず
、
そ
こ
に
作
獨
自
の
價
が
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
陶
淵
明
「
詠
二
疏
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
19
こ
の
詩
の
中
で
作
淵
明
の
獨
創
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
ま
た
、
二
疏
話
の
價
史
に
お
い
て
本
詩
は
い
か
な
る
價
値
を
有
す
る
の
か
。
こ
う
し
た
一
の
問
題
を
考
え
る
場
合
、
本
詩
の
素
材
と
な
っ
た
史
實
と
の
對
應
關
係
を
確
し
て
お
く
こ
と
が
ま
ず
必
で
あ
ろ
う
。
二
二
疏
の
傳
記
料
と
し
て
現
存
最
古
に
し
て
か
つ
完
備
し
た
も
の
は
、
班
固
の
『
	書
』
で
あ
る
。
「
疏
廣
傳
」
に
は

の
よ
う
な
記
載
が
見
え
る
。
疏
廣
字
仲
、
東

陵
人
也
。
少
好
學
、
明
『
春
秋
』
、
家
居

授
、
學
自
方
至
。
爲
士
太
中
大
夫
。
地
三
年
、
立
皇
太
子
。
丙
吉
爲
太
傅
、
廣
爲
少
傅
。
數
、
吉
御
史
大
夫
、
廣
徙
爲
太
傅
。
廣
兄
子
受
字
公
子
、
亦
以
賢
良
舉
爲
太
子
家
令
。
受
好
禮
恭
、
而
有
辭
。
宣
幸
太
子
宮
、
受

應
對
、
置
酒
宴
、
奉
觴
上
壽
、
辭
禮
閑
、
上
甚
讙
。
頃
之
、
拜
受
爲
少
傅
。
…
…
（
中
略
）…
…
在
位
五
、
皇
太
子
年
十
二
、
『
論
語
』・『
孝
經
』。
廣
謂
受
曰
、「
吾
聞
『
知
足
不
辱
、
知
止
不
殆
』
、
『
功
身
 、
天
之
!』
也
。
今
仕
官
至
二
千
石
、
宦
"名
立
、
如
此
不
去
、
懼
有
後
#。
豈
如
父
子
相
隨
出
關
、
歸
老
故
$、
以
壽
命
%、
不
亦
善
乎
？
」
受
叩
頭
曰
、「
從
大
人
議
。」
&日
父
子
'移
病
。
滿
三
賜
(、
廣
稱
篤
、
上
疏
乞
骸
骨
。
上
以
其
年
篤
老
、
皆
許
之
、
加
賜
)金
二
十
斤
。
皇
太
子
*以
五
十
斤
。
公
卿
大
夫
故
人
邑
子
設
+
!、
供
張
東
,門
外
、
-
車
數
百
兩
、
辭
決
而
去
。

!路
觀
皆
曰
、「
賢
哉
二
大
夫
！
」
或
歎
息
爲
之
下
泣
。
廣
.歸
$里
、
日
令
家
共
/設
酒
0、
1族
人
故
舊
2客
、
與
相
3
樂
。
數
問
其
家
金
餘
4有
幾
5、
趣
賣
以
共
/。
居
餘
、
廣
子
孫
竊
謂
其
昆
弟
老
人
廣
5愛
信
曰
、
「
子
孫
幾
君
時
頗
立
6業
基
阯
、
今
日
飮
0費
且
盡
。
宜
從
丈
人
5、
勸
君
買
田
宅
。
」
老
人
&以
閒
暇
時
爲
廣
言
此
計
。
廣
曰
、
「
吾
豈
老
7不
念
子
孫
哉
8
8
8
8
8
8
8
8
8？
9自
有
舊
田
廬
、
令
子
孫
:力
其
中
、
足
以
共
衣
0、
與
凡
人
齊
。
今
復
增
;之
以
爲
贏
餘
、
但
子
孫
怠
<耳
。
賢
而
多
財
、
則
損
其
志
。
愚
而
多
財
、
則
;其
=。
且
夫
富
、
衆
人
之
怨
也
。
吾
.
>以

?子
孫
、
不
欲
;其
=而
生
怨
。
又
此
金
、
@
A
5以
惠
B老
臣
也
。
故
樂
與
$黨
宗
族
共
饗
其
賜
、
以
盡
吾
餘
日
、
不
亦
可
乎
！
」
於
是
族
人

C。
皆
以
壽
%。
（
卷
七
十
一
、
疏
廣
傳
第
四
十
一
）
讀
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
淵
明
の
「
詠
二
疏
」
は
部
分
Dに
作
の
想
像
D加
筆
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
（
11、
12、
15句
等
）
基
本
D
に
は
、
『
	書
』
疏
廣
傳
の
記
載
を
ほ
ぼ
忠
實
に
襲
っ
て
い
る
こ
と
が
改
め
て
確
さ
れ
よ
う
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
20
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
一
見
小
さ
な
く
い
い
が
一
つ
見
え
る
こ
と
は
意
さ
れ
て
よ
い
。
そ
れ
は
第
22句
「
遑
恤
身
後
慮
（
５
）」
で
あ
る
。
こ
の
句
の
デ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
『
詩
經
』
に
由
來
す
る
こ
と
は
、
つ
と
に
釋
書
の
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。『
詩
經
』「
風
」
谷
風
に
、
我
躬
不

我
が
躬 み

い
れ
ざ
る
に
遑
恤
我
後
遑 な
んぞ
我
が
後
を
恤 う
れへ
ん
や
と
あ
り
、
鄭
玄
の
箋
は
「
我
身
不
能
自
容
、
何
暇
憂
我
後
生
子
孫
也
」
と
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
遑
恤
我
後
」
と
は
「
自
分
の
死
後
に
生
ま
れ
る
（
あ
な
た
の
）
子
孫
を
心
配
し
て
や
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
く
本
詩
の
「
遑
恤
身
後
慮
」
と
は
、
死
後
の
こ
と
	般
と
い
う
よ
り
は
、
よ
り

體
に
、
子
孫
の
た
め
の
謀
を
考
慮
し
な
い
、
と
い
う
意
味
を
表
す
わ
け
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
句
は
史
實
と
明
ら
か
に
齟
齬
す
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
『
書
』
に
は
「
吾
豈
老
不
念
子
孫
哉
？
」
と
あ
り
、
そ
の
後
文
「
賢
而
多
財
、
則
損
其
志
。
愚
而
多
財
、
則
其
」
云
々
を
見
て
も
、
二
疏
が
子
孫
の
行
末
を
深
刻
に
案
じ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
本
詩
が
別
の
史
料
に
基
づ
い
て
制
作
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
二
疏
に
關
す
る
代
以
後
の
コ
メ
ン
ト
が
い
ず
れ
も
『
書
』
の
記
の
範
圍
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
（
ち
別
傳
が
廣
く
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
低
い
こ
と
）、
淵
明
が
他
の
作
品
を
作
る
う
え
で
『
書
』
を
參
考
に
し
て
い
る
こ
と
（
６
）、
淵
明
の
作
と
傳
え
る
「
集
賢
羣
輔
」
上
（
『
陶
淵
明
集
』
卷
九
）
の
二
疏
の
條
に
『
書
』
を
出
典
と
し
て
げ
て
い
る
こ
と
等
を
總
合
に
斷
す
れ
ば
、
淵
明
が
『
書
』
二
疏
傳
を
讀
ん
で
い
た
こ
と
自
體
は
ほ
ぼ
動
か
し
が
た
い
。
そ
し
て
こ
の
推
測
の
正
し
さ
は
、
本
詩
の
先
行
作
品
と
し
て
知
ら
れ
る
、
西
晉
の
張
協
「
詠
史
詩
」
か
ら
も
裏
書
さ
れ
る
。
張
協
「
詠
史
詩
」
（『
文
』
卷
二
十
一
）
昔
在
西
京
時
昔
在
西
京
の
時
野
多
歡

野
に
歡
多
し
藹
藹
東
門
藹
藹
た
り
東
の
門
羣
公
二
疏
羣
公
二
疏
を
す
朱
軒
金

朱
軒
金
に

か
が
やき
供
帳
臨
長
衢
供
帳
長
衢 く
に
臨
む
人
知
止
足
人
は
止
足
を
知
り
榮
忽
如
無
榮
を

す
つ
る
こ
と
忽
と
し
て
無
き
が
如
し
陶
淵
明
「
詠
二
疏
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
21
抽
簪
解
衣
簪 し
んを
抽 ぬ
き
衣
を
解
き
散
髮
歸
隅
髮
を
散
じ
て
隅
に
歸
る
行
人
爲
隕
涕
行
人
爲
に
涕 なみ
だを
隕 お
とす
賢
哉
此
丈
夫
賢
な
る
哉
此
の
丈
夫
、
と
揮
金
樂
當
年
金
を
揮 ふ
るひ
當
年
を
樂
し
み

不
留
儲

も
儲 たく
は
へを
留
め
ず
謂
四
坐






て
四
坐
の
に
謂
ふ









多
財
爲
累
愚





多
財
は
愚
を
累






わ
ず
らは
す
を
爲
す




、
と
。
	風
激
萬
代
	風
萬
代
に
激
し
名
與
天
壤
倶
名
は
天
壤
と
倶
な
り
咄
此
蝉
冕
客
咄 と
つた
り
此
の
蝉
冕
せ
ん
べ
んの
客
君
紳
宜
見
書
君
が
紳
に
宜
し
く
書
せ
ら
る
る
べ
し
こ
こ
で
は

篇
、
『
書
』
の
記
載
に
依
據
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
「
子
孫
を
念
う
」
二
疏
が
か
れ
て
い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
本
詩
と
同
じ
題
材
を
共
有
す
る
先
行
作
品
で
あ
り
、
し
か
も
後
年
『
文
』
に

さ
れ
る
、
こ
の
詩
を
淵
明
は
、
當
然
讀
ん
で
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
實
作
に
お
い
て
く
意
識
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
實
の
と
こ
ろ
以
の
「
詠
史
詩
」
は
、
題
材
、
モ
チ
ー
フ
と
も
に
か
な
り
固
定
し
て
お
り
、
そ
の
制
作
は
先
行
作
品
と
の
（
時
を
超
え
た
）
競
作
で
あ
る
面
が
い
か
ら
で
あ
る
（
７
）。
そ
う
し
て
み
る
と
、
本
詩
は
「
詠
史
」
の
基
礎
料
と
し
て
『
書
』
に
依
據
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
る
史
實
を
意
圖
に
―
の
方
向
に
―
書
き
改
め
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
「
史
上
の
事
跡
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
へ
の
價
を
べ
る
も
の
」
が
「
詠
史
詩
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
史
實
か
ら
比
較
自
由
な
、
こ
う
し
た
作
品
を
は
た
し
て
「
詠
史
詩
」
と
呼
び
う
る
の
か
、
や
や
疑
問
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
作
淵
明
に
お
い
て
は
、
張
協
「
詠
史
詩
」
の
系
譜
に
な
る
作
品
と
し
て
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
（
８
）。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
で
は
な
ぜ
淵
明
は
史
實
に
修
正
を
加
え
た
の
か
、
ま
た
は
加
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
「
子
孫
を
念
う
」
二
疏
か
ら
「
子
孫
の
將
來
を
案
じ
な
い
」
二
疏
へ
の
人
物
像
の
改
鑄
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
に
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
三
淵
明
が
二
疏
の
傳
記
に
修
正
を
加
え
た
理
由
を
推
測
す
る
う
え
で
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
當
時
に
お
け
る
二
疏
自
體
の
會

價
で
あ
る
。
疏
廣
、
疏
受
の
叔
は
、
 史
に
名
を
留
め
る
ほ
ど
の
顯
!な
功
績
を
"さ
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
古
代
に
お
い
て
か
な
り
!名
で
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
22
あ
っ
た
ら
し
く
、
魏
晉
南
北
時
代
を
じ
て
數
多
く
の
言
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
大
部
分
が
賞
贊
、
も
し
く
は
肯
定

價
で
あ
る
。
①
西
晉
・
羊
「
與
從
弟
書
」
吾
以
布
衣
、
忝
重
任
。
	以
尸
素
爲
愧
、
大
命


、
唯
江
南
未
夷
。
此
人
臣
之
責
。
是
以
不
量
能
、
畢
力
會
。
當
憑

之
威
、
賴
士
大
夫
之
謀
、
以
克
之
舉
、
除
萬
世
之
患
。
年
已
朽
老
、

定
邊
事
。
當
有
角
巾
東
路





、
歸
里



、
於

側



爲
容
棺
之
墟




。
假
日




息
、
思
與
後
生
味






。
此
吾
之
至
願
也





。
以
凡
才
而
居
重
位
。
何
能
不
懼
盈
滿
以
受
責
。
疏
廣
是
吾
師
也





。

明
恕
、
當
不
奪
志
爾
。
（『
藝
文
聚
』
卷
二
十
六
）
②
西
晉
・
譚
「
上
牋
求
」
譚
聞
霸

聽
、
以
求
才
爲
務
。
僚
屬
量
身
、
以
審
己
爲
分
。
故
疎

廣
老


、
 宣
不
!其
志





。
干
木
偃
息
、
文
侯
就
式
其
廬
。
譚
無
古
人
之
賢
、
竊
有
懷
之
"。
自
登
#顯
、
出
入
二
載
、
執
筆
無
贊
事
之
功
、
拾
$無
補
闕
之
績
。
%在
&言
、
闇
於
舉
善
。
狂
寇
未
'、
復
乏
謀
策
。
年
向
七
十



、
志
力
日
衰



、
素
餐
無
勞



、
實
宜
辭




。
(奉

假
左
丞
相
軍
)祭
酒
版
。
（『
晉
書
』
卷
五
十
二
、
譚
傳
）
③
東
晉
・
王
彪
之
「
五
言
詩
序
」
余
自
求
*仕




、
累
詔
不
聽



。
因
+上
有
二
疏
畫





、
作
詩
一
首
、
以
,


其
美 
。
（『
大
-御
覽
』
卷
七
五
〇
）
④
梁
・
沈
.「
*仕
表
」
徒
以
桑
/無
幾
、
時
制
行
、
不
之
禮
、
忽
在
今
辰
。
使
反
身
敝
廬
、
待
0窮
巷
。
臣
又
聞
之
、
懸
車
散
髮
、
其
來
舊
矣
。
昔
廣
德
1骸
、
義
在
量
力
。
二
疏
知
止



、
懼
貽
後
2



。
數
年
以
來
、
稍
就
盡
竭
、
氣
力
衰
3、
不
自
支
持
。
…
…
（『
藝
文
聚
』
卷
十
八
）
こ
こ
に
見
え
る
よ
う
に
、
魏
晉
南
北
に
お
け
る
二
疏
へ
の
言
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
*仕
ま
た
は
知
足
・
知
止
に
關
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
政
治
業
績
に
觸
れ
る
も
の
は
皆
無
に
等
し
い
（
９
）。
そ
し
て
①
、
②
、
④
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
當
時
*仕
を
申
1す
る
さ
い
に
は
二
疏
を
引
用
す
る
こ
と
が
典
型
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
二
疏
と
言
え
ば
*仕
で
あ
る
、
と
同
時
に
、
*仕
と
言
え
ば
二
疏
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
二
疏
な
の
か
。
 代
に
限
定
し
て
も
、
彼
ら
以
外
に
數
多
く
の
政
治
家
・
官
僚
が
休
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ひ
と
り
二
疏
だ
け
が
4目
を
集
め
る
の
は
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
は
ず
で
あ
陶
淵
明
「
詠
二
疏
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
23
る
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
二
疏
が
代
に
あ
っ
て
も
っ
と
も
圓
滿
に




職
を
果
た
し
た
、
最
初
期
の
人
物
で
あ
る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
④
に
見
え
る
薛
廣
德
ら
が
皇
に
代
わ
っ
て
失
政
の
責
任
を
取
る
か
た
ち
で
仕
（
辭
職
）
し
た
り
、
老
病
の
故
に
や
む
な
く
仕
し
た
り
す
る
も
の
が
多
い
な
か
で
、
理
由
ら
し
い
理
由
も
な
い
ま
ま
辭
職
を
願
い
出
て
（
底
本
『
陶
淵
明
集
』
「
集
賢
羣
輔
」
上
の
	で
は
、
こ
の
時
、
廣
は
年
六
十
七
で
あ
っ
た
と
す
る
）
そ
れ
が
許
さ
れ
た
ば
か
り
か
、

金
七
十
斤
を
賜
り
、
大
な
別
の
宴
を
催
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
ま
さ
に
特
例
に
屬
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
に
加
え
て
、
魏
晉
南
北
時
代
特
有
の
事
が
あ
る
。
當
時
の
史
書
を
繙
く
と
、
と
く
に
南
に
お
い
て
、
繰
り
し
仕
を
申
し
て
も
許
さ
れ
な
い
、
と
い
う
事
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
當
時
の
門
閥
貴
族
た
ち
は
官
職
に
濁
の
分
を
設
け
、

な
職
務
を
好
ま
ず
、
り
に
口
實
を
作
っ
て
は
解
職
ま
た
は
仕
を
申
し
出
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
門
士
族
と
な
り
、
大
規
な
園
を
擁
す
る
彼
ら
は
、
官
吏
の
俸
祿
に
る
こ
と
な
く
十
分
に
生
活
で
き
る
だ
け
の
經
濟
基
盤
を
す
で
に
得
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
脆
な
力
基
盤
に
立
つ
南
の
皇
た
ち
に
と
っ
て
、
自
ら
の
力
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
人
心
を
掌
握
す
る
た
め
に
も
、
門
閥
貴
族
を

に
引
き
留
め
て
お
く
こ
と
は
必
不
可
缺
で
あ
っ
た
。
ま
た
仕
を
慰
留
す
る
こ
と
は
、
貴
族
た
ち
へ
の
信
や
厚
を
示
す
こ
と
に
も
な
る
（
 ）。
こ
う
し
て
仕
を
切
!す
る
臣
下
と
そ
れ
を
"む
君
#と
い
う
、
あ
る
種
倒
錯
し
た
$況
が
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
②
に
見
え
る
%譚
（
二
五
五
～
三
二
二
）
も
仕
を
願
い
出
た
が
、
結
局
「
聽
さ
れ
ず
」
、
王
彪
之
（
三
〇
五
～
三
七
七
）
も
仕
の
申
し
出
を
重
ね
て
"
&さ
れ
た
こ
と
は
③
に
自
ら
記
し
て
い
る
'り
で
あ
る
。
彼
ら
の
目
か
ら
見
れ
ば
、
二
疏
の
（
圓
滿
職
の
）
美
談
の
最
大
の
貢
獻
(は
、
二
疏
自
體
で
な
く
、
二
人
の
同
時
職
を
許
し
た
の
宣
だ
と
言
っ
て
も
)言
で
は
な
い
。
②
に
「
疎
廣
*老
、
宣
不
+其
志
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
こ
と
を
,べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
魏
晉
南
北
時
代
、
二
疏
が

に
言
-さ
れ
る
と
い
う
現
象
に
、
當
時
の
特
殊
な
.會
$況
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
理
解
さ
れ
よ
う
。
仕
が
事
實
上
困
/な
$況
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
二
疏
の
美
談
は
價
値
を
持
ち
、
	目
を
集
め
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
二
疏
に
對
す
る
、
當
時
の
人
々
の
感
は
、
そ
の
人
格
へ
の
0
1・
崇
拜
と
い
う
よ
り
は
、
境
2へ
の
憧
憬
・
羨
!
と
言
っ
た
方
が
實
に
3い
か
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
二
疏
の
行
爲
を
批
4す
る
立
場
も
わ
ず
か
な
が
ら
存
在
す
る
。
興
5（
三
六
三
～
三
六
五
）
の
初
、
6燕
の
1容
恪
、
1容
7の
兩
名
は
、
自
然
災
8に
よ
る
被
8の
責
任
を
取
る
べ
く
辭
職
を
申
し
出
る
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
24
そ
の
際
に
君
、
容
が
慰
留
・
得
し
た
の
が
の
文
で
あ
る
。
⑤
以
不
天
、
早
傾
乾
、
先
	

託
、
惟
在
二
公
。
二
公
懿
親
碩
德
、
勳
高
魯
衞
、
贊
王
室
、
輔

躬
、
宣
惠
和
、
坐
而
待
旦
、
虔
夕
惕
、
美
亦
至
矣
。
故
能
外
羣
凶
、

九
土
、
四
晏
如
、
政
和
時
洽
。
雖
宗
廟
稷
之
靈
、
抑
亦
二
公
之
力
也
。
今
關
右
有
未

之
、
江
有
燼
之
、
方
賴
謀
猷
、
混
六
合
、
豈
宜
己
沖
、
以
委
任
之
重
。
王
其
二
疏
獨
善
之
小





、
以
公
旦
復
 之
大
」
（『
晉
書
』
卷
百
十
一
「
載
記
」
容
傳
）
こ
こ
に
見
え
る
「
二
疏
獨
善
之
小
、
以
公
旦
復
 之
大
」
と
い
う
句
は
、
さ
き
に
恪
、
!が
「
臣
雖
不
"、
竊
聞
君
子
之
言
、
敢
#
$
丘
%賢
之
美
、
輒
循
兩
疏
知
止
之
分






」
と
&べ
た
の
に
對
應
し
た
も
の
。
つ
ま
り
、
い
か
に
「
知
止
・
知
足
」
と
い
っ
て
も
、
な
お
や
り
'げ
る
べ
き
任
務
が
殘
さ
れ
て
い
る
以
上
、
（
二
疏
の
よ
う
な
）
辭
職
・
引
(は
「
獨
善
」
に
)ぎ
な
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
經
世
濟
民
」
を
第
一
義
に
考
え
る
儒
家
の
立
場
か
ら
し
て
當
然
あ
り
う
る
批
*と
言
え
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
こ
れ
よ
り
も
更
に
辛
辣
な
の
は
、
他
な
ら
ぬ
『
+書
』
「
二
疏
傳
」
を
作
っ
た
班
固
の
言
,で
あ
る
。
そ
の
「
贊
」
に
は
の
よ
う
に
言
う
、
⑥
贊
曰
、
雋
不
疑
學
以
從
政
、
臨
事
不
惑
、
-立
名
迹
、
.始
可
&。
疏
廣
行
止
足
之
計






、
/辱
殆
之
0




、
亦
其
也



。
…
…
（『
+書
』
卷
七
十
一
）
雋 しゆ
ん不
疑
は
昭
	の
時
、
1嚴
實
直
に
任
務
を
'行
し
、
2州
刺
史
、
京
兆
尹
を
3任
し
た
後
、
病
氣
に
因
っ
て
辭
職
し
た
人
物
で
あ
る
。
始
元
五
年
（
4
82年
）、
5（
衞
）
太
子
、
劉
據
と
自
稱
す
る
人
物
が
6に
現
れ
た
際
、
眞
贋
の
見
分
け
が
つ
か
ず
に
困
惑
す
る
人
々
の
中
で
、
ひ
と
り
不
疑
だ
け
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
5太
子
は
犯
罪
7だ
と
し
て
、
直
ち
に
捕
捉
し
て
監
獄
へ
8っ
た
。
後
に
そ
れ
が
占
い
師
（
方
遂
）
の
詐
稱
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
と
、
9切
な
處
置
を
施
し
た
不
疑
の
名
聲
は
自
ず
と
高
ま
っ
た
と
い
う
。
贊
に
言
う
「
臨
事
不
惑
、
-立
名
迹
」
と
は
こ
の
こ
と
を
指
す
。
こ
こ
で
班
固
は
、
不
疑
に
比
べ
て
、
「
恥
辱
と
危
險
を
/れ
る
」
だ
け
の
疏
廣
は
一
等
:劣
る
、
と
す
る
。
た
し
か
に
、
眼
4の
事
態
に
對
し
て
冷
靜
沈
;を
保
ち
つ
つ
9切
に
對
處
す
る
生
き
方
と
、
不
測
の
事
態
を
<れ
て
=
%す
る
生
き
方
と
、
ど
ち
ら
が
よ
り
積
極
>で
あ
る
か
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
「
知
足
」
と
は
言
う
も
の
の
、
陶
淵
明
「
詠
二
疏
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
25
そ
の
實
態
は
、
よ
く
言
え
ば
深
謀
慮
に
長
け
る
、
惡
く
言
え
ば
、

剩
に
危
機
管
理
意
識
が
高
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
危
機
管
理
に
せ
よ
、
自
己
保
に
せ
よ
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
手
段
で
あ
っ
て
、
目

で
は
な
い
。
古
代
に
お
い
て
隱
遁
は
數
多
い
が
、
彼
ら
は
正
義
を
實
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
り
、
自
由
を
得
す
る
た
め
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
好
機
を
待
つ
た
め
で
あ
っ
た
り
と
、
最

な
目
を
叶
え
る
手
段
と
し
て
隱
遁
と
い
う
	を

擇
し
て
い
る
。
だ
が
、
二
疏
の
隱
遁
＝

仕
は
、
自
由
の
得
と
い
う
結
果 
は
得
た
も
の
の
、「
辱
殆
を
れ
る
」
と
い
う
以
外
、
當
初
か
ら
確
た
る
目
を
持
っ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
に
至
っ
て
淵
明
の
意
圖
が
よ
う
や
く
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
は
、
從
來
か
ら
二
疏
（
の
生
き
方
）
に
與
え
ら
れ
て
き
た
極

價
直
接
に
は
班
固
の
解
釋
に
對
す
る
議
申
立
て
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
き
に
見
た
よ
う
に
、
『
書
』
「
疏
廣
傳
」
に
は
、
「
早
期
引
」
と
「
散
財
宴
樂
」
と
い
う
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
（
他
に
も
う
一
つ
、
「
太
子
の
外
父
が
二
疏
を
差
し
置
い
て
自
分
の
弟
を
太
子
の
監
役
に
就
け
よ
う
と
し
た
際
、
外
戚
だ
け
に
親
し
む
の
は
よ
く
な
い
と
反
對
し
た
」
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
文
に
あ
る
が
、
こ
れ
は
さ
ほ
ど
重
で
は
な
い
）
が
置
か
れ
て
い
る
。

は
「
如
此
不
去
、
懼
有
後
（
今
辭
め
な
け
れ
ば
、
き
っ
と
後
す
る
）」
と
い
う
、
不
慮
の
事
故
を
回
す
る
た
め
の
行
爲
で
あ
り
、
後
は
「
不
欲
其
而
生
怨
（
子
孫
に
い
ま
以
上
の
失
を
犯
さ
せ
、
彼
ら
に
對
す
る
人
々
の
怨
恨
を
や
し
た
く
な
い
）」
と
い
う
、
疏
氏
一
族
に
對
す
る
愛
と
い
う
よ
り
は
深
謀
慮
の
も
と
に
な
さ
れ
た
行
爲
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
は
作
班
固
の
意
識
に
お
い
て
、
「
未
來
に
對
す
る
危
機
管
理
」
と
い
う
點
で
共
す
る
題
を
も
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
疏
に
否
定
な
班
固
の
價
・
解
釋
を
保
留
し
て
、
原
史
料
を
活
か
し
つ
つ
、
二
疏
の
事
跡
に
對
す
る
再
價
を
試
み
よ
う
と
す
る
に
と
っ
て
は
、
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
關
係
性
、
と
く
に
後

を
ど
う
解
釋
す
る
か
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
そ
こ
で
張
協
は
、
「
揮
金
樂
當
年
、

不
留
儲
。
…
…
 風
激
萬
代
、
名
與
天
壤
倶
」
と
し
て
、
「
貴
」
（
!會
地
位
・
名
"）
の
み
な
ら
ず
、
「
富
」
（
財
#）
を
$み
る
こ
と
の
な
い
、
高
%な
隱
と
し
て
の
二
疏
像
を
創
出
・
提
示
し
た
。
こ
れ
に
對
し
て
、
な
る
價
値
&（
後
'）
の
も
と
に
、
「
子
孫
の
將
來
を
$み
な
い
」、
す
な
わ
ち
危
機
管
理
を
最
重
に
考
え
な
い
二
疏
像
を
(
)し
た
の
が
淵
明
で
あ
る
。
た
し
か
に
「
揮
金
（
散
財
す
る
）」
と
い
う
行
爲
自
體
は
、
子
孫
に
財
#を
*さ
な
い
、
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
子
孫
の
た
め
で
あ
る
と
も
、
自
分
の
た
め
だ
け
で
あ
る
と
も
兩
樣
に
解
釋
で
き
る
、
兩
義
性
を
も
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
後
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
再
解
釋
し
て
も
、

の
エ
ピ
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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ソ
ー
ド
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
論
理
整
合
性
が
破
綻
を
き
た
す
の
も
事
實
で
あ
ろ
う
。
實
は
、
「
詠
二
疏
」
詩
に
は
も
う
一
つ
、
修
正
の
跡
が
あ
る
。
そ
れ
は
頭
の
二
句
で
あ
る
。
二
疏
が
切
し
た
況
も
な
く
、
然
引
を
決
意
し
た

	な
根
據
は
、『

書
』
に
依
る
限
り
、「
知
足
不
辱
、
知
止
不
殆
」
と
「
功
遂
身
、
天
之
」
と
い
う
言
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
と
も
に
、
「
持
盈
」
（
盈
ち
足
り
た
態
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
）
の
誡
め
と
し
て
『
老
子
』
（
四
十
四
章
、
九
章
）
に
見
え
る
。
こ
れ
に
對
し
て
淵
明
は
、
「
大
象
轉
四
時
、
功

自
去
」
と
い
う
再
解
釋
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
韓
氏
易
傳
』
を
出
典
と
す
る
表
現
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
（
）。
又
引
『
韓
氏
易
傳
』
言
、
「
五
官
天
下
、
三
王
家
天
下
。
家
以
傳
子
、
官
以
傳
賢
。
四
時
之





、
功

去



。
不
得
其
人
則
不
居
其
位
。」
（『

書
』
卷
七
十
七
「
蓋
驍
傳
」）
一
見
す
る
と
見
ご
さ
れ
や
す
い
が
、
淵
明
は
『
老
子
』
か
ら
『
易
』
へ
と
變
換
す
る
こ
と
で
、
極
な
「
持
盈
」
の
・處
世
訓
・
を
、
積
極
な
「
讓
」
の

へ
と
昇
す
る
。
す
な
わ
ち
、
二
疏
は
季

が
る
よ
う
に
、
高
位
に
踏
み
止
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
れ
を
後
の
へ
讓
っ
た
、
と
見
な
す
わ
け
で
あ
る
。
本
詩
に
「
趣
を
得
る
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
點
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
小
さ
な
修
正
で
あ
り
な
が
ら
、
大
き
な
價
値
轉
換
・
再
解
釋
と
し
て
よ
い
。
こ
う
し
て
考
え
て
く
る
と
、
「
詠
二
疏
」
詩
に
お
け
る
史
實
の
修
正
が
二
疏
の
再
價
に
と
っ
て
必
然
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
理
解
さ
れ
る
。
先
行
す
る
張
協
が
「
人
知
止
足
、
榮
忽
如
無
」
と
、
（
高
な
）
人
生
の
「
人
」
と
い
う
見
方
を
示
し
た
の
に
對
し
て
、
淵
明
は
、
人
生
の
大
き
な
サ
イ
ク
ル
に
身
を
任
せ
、
「
讓
」
の
に
從
っ
た
人
物
と
し
て
二
疏
を
讀
み
直
し
た
の
で
あ
る
。
四
最
後
に
殘
っ
た
問
題
は
、
本
詩
執
筆
の
動
機
で
あ
る
。
淵
明
は
な
ぜ
二
疏
を
取
り
上
げ
た
の
か
。
二
疏
と
淵
明
は
、
引
歸
と
い
う
點
で
共
す
る
も
の
の
、
二
疏
は
三
太
（
太
傅
）
に
ま
で
昇
り
詰
め
た
高
官
で
あ
っ
て
、
官
 に
挫
折
し
た
淵
明
が
か
れ
ら
に
自
己
投
影
を
行
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
共
感
を
生
む
に
は
兩
の
境
!の
"に
、
あ
ま
り
に
も
懸
#が
あ
り
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
（
執
筆
の
意
圖
、
題
）
に
關
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
大
別
し
て
三
つ
の
$が
出
さ
れ
て
い
る
。
陶
淵
明
「
詠
二
疏
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
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Ａ
．
二
疏
の
「
知
足
・
知
止
」
に
共
感
し
、
そ
こ
に
人
生
の
「
趣
」
を
見
出
し
た
、
と
す
る

「
趣
」
字
最
宜
領
會
。
功
而
不
歸
去
、
不
得
趣
也
。
古
今
得
其
趣
、
曾
有
幾
人
？
惟
二
疏
知
足
知
止
、
以
得
趣
、
惟
其
得
趣
、

以
散
金
置
酒
、
不
以
多
財
子
孫
也
。「
趣
」
字
實
貫
徹
後
。
（
・
	汝
能
『
陶
詩
彙

』
卷
四
）
Ｂ
．
功
績
を
げ
な
が
ら
引
し
な
い
を
暗
に
批
し
た
、
と
す
る

本
詩
歌
頌
二
疏
功
身
、
從
側
面

了
功
奪
國
。
（
孫
鈞
錫
『
陶
淵
明
集
校
』〔
一
九
八
六
年
、
中
州
古
出
版
〕）
Ｃ
．
二
疏
の
「
揮
金
」
に
共
鳴
し
た
、
と
す
る

先
生
託
二
疏
、
在
不
留
金
、
以
爲
得
處
貧
之
。
（
丁
保
『
陶
淵
明
詩
箋
』
引
、
穆
衡
『
陶
詩
傳
』）
こ
の
う
ち
最
も
當
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
Ｃ
で
あ
ろ
う
。
Ａ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
淵
明
は
張
協
と
は
な
っ
て
「
知
足
／
知
止
」
と
い
う
語
を
け
て
お
り
、
し
か
も
「
揮
金
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
「
知
足
」
と
無
關
係
で
あ
る
。
ま
た
Ｂ
の
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
仕
・
引
の
切
さ
を

す
る
に
は
二
疏
よ
り
も
、
他
の
人
物
、
た
と
え
ば
范
蠡
や
張
良
の
方
が
一
 
切
で
あ
ろ
う
。
范
蠡
や
張
良
に
な
く
、
二
疏
に
あ
る
も
の
。
そ
れ
は
「
揮
金
」
で
あ
る
。
淵
明
は
こ
の
「
揮
金
」
と
い
う
行
爲
に
い
關
心
を
持
っ
て
い
た
ら
し
く
、
そ
の
詩
の
な
か
で
し
ば
し
ば
言
!し
て
い
る
。
雖
無
揮
金 "
"事
金
を
揮
ふ
事
無
し
と
雖
も
濁
酒
聊
可
恃
濁
酒
聊
か
恃
む
べ
し
（「
飮
酒
」
其
十
九
）
傾
家
時
作
樂
家
を
傾
け
て
時
に
樂
し
み
を
作
し
竟
此
#
$駛
此
の
#
$の
駛
す
る
を
竟
へ
ん
有
子
不
留
金
"
"
"
"
"
子
有
る
も
金
を
留
め
ず
何
用
身
後
置
何
ぞ
用
ゐ
ん
身
後
の
置
を
（「
雜
詩
」
其
六
）
こ
の
よ
う
に
淵
明
が
「
揮
金
」
に
興
味
を
示
す
は
、
そ
こ
に
人
生
の
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
四
集
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眞
理
が
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
、
「
作
樂
」
（「
雜
詩
」
其
六
）
と
い
う
意
味
に
お
い
て
「
今
を
充
實
さ
せ
る
」
と
い
う
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
大
提
と
な
る
の
が
、
人
生
の
一
回
性
と
有
限
性
で
あ
る
。
得
歡
當
作
樂
歡
を
得
て
は
當
に
樂
し
み
を
作
す
べ
し
斗
酒
聚
比
鄰
斗
酒
も
て
比
鄰
を
聚
め
ん
年
不
重
來





年
重
ね
て
來
ら
ず
一
日
再
晨





一
日
再
び
晨
な
り
し
時
當
勵
時
に
ん
で
當
に
勵
す
べ
し

	不
待
人

	
人
を
待
た
ず
（「
雜
詩
」
其
一
）
從
古
皆
有







古
よ
り
皆

す
る
有
り
念
之
中
心
焦
之
を
念
へ
ば
中
心
焦
が
る
（「
己
酉
九
	九
日
」）
一
生
復
能
幾





一
生
復
た
能
く
幾
ぞ
如
流
電

か
な
る
こ
と
流
電
の
く
が
ご
と
し
鼎
鼎
百
年






鼎
鼎
た
る
百
年
の

持
此
欲
何

此
を
持
し
て
何
を
か
さ
ん
と
欲
す
る
（「
飮
酒
」
其
三
）
こ
の
よ
う
に
人
生
が
せ
い
ぜ
い
百
年
と
い
う
短
い
期
に
限
定
さ
れ
、
し
か
も
一
度
ぎ
去
っ
た
時
は
引
き
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、
「
今
」
と
い
う
時
を
十
分
に
樂
し
む
こ
と
が
な
に
よ
り
も
大
切
な
こ
と
に
な
る
。
將
來
に
備
え
て
「
金
」
を
保
留
し
た
と
こ
ろ
で
、
死


す
れ
ば
も
う
役
に
は
立
た
な
い
。
「
詠
二
疏
」
詩
に
「
放
意
樂
餘
年
」
と
言
う
以
で
あ
る
。
だ
が
、「
揮
金
」
の
よ
り
重
な
意
義
は
、
む
し
ろ
も
う
一
つ
の
點
「
財
を
子
孫
・
一
族
に
殘
さ
な
い
」
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
「
（
誰
の
た
め
で
も
な
く
）
自
分
の
人
生
を
樂
し
む
」
と
い
う
點
に
こ
そ
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
淵
明
に
は
、
子
供
の
將
來
を
氣
に
掛
け
る
「
責
子
」
の
よ
う
な
諧
謔
の
作
が
あ
る
が
、
代
表
作
「
形
影
」
詩
に
は

の
よ
う
に
言
う
、
見
在
世
中
た
ま
世
の
中
に
在
り
と
見
る
も
奄
去
靡
歸
期
奄
ち
去
り
て
歸
期
靡
し
奚
覺
無
一
人
奚
ぞ
覺
ら
ん
一
人
無
き
を
親
識 
一
作
戚
豈
相
思



親
識
（
戚
）
も
豈
に
相
ひ
思
は
ん
陶
淵
明
「
詠
二
疏
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
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但
餘
生
物
但
だ
生
の
物
を
餘
す
の
み
擧
目
悽

目
を
擧
ぐ
れ
ば

悽
た
り
（「
形
影
・
形
影
」）
こ
の
世
か
ら
一
人
い
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
氣
づ
く
も
の
は
い
な
い
。
家
族
や
親
戚
で
さ
え
も
自
分
を
思
い
續
け
て
は
く
れ
な
い
の
だ
。
幾
た
び
か
の
仕
官
と
辭
任
を
繰
り
す
な
か
で
官
界
へ
の

	を
感
じ
た
淵
明
に
と
っ
て
、
最
後
の
據
り

と
な
っ
た
の
は
家
族
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
は
獨
り
で
生
ま
れ
、
獨
り
で
死
に
去
く
、
と
い
う
本
來
な
孤
獨
を
覺
悟
す
れ
ば
、
家
族
（
子
孫
）
も
結
局
、
據
り

と
は
な
ら
な
い
こ
と
に
氣
づ
か
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
う
し
た
諦
に
至
る
と
き
、
自
分
の
た
め
に
自
ら
の
人
生
を
樂
し
む
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
揮
金
」
が
積
極
な
價
値
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
。

、「
雜
詩
」
其
六
に
「
有
子
不
留
金
、
何
用
身
後
置
―
子
供
は
い
る
が
金
は
殘
さ
な
い
、
死
後
の
子
孫
の
こ
と
な
ど
ど
う
で
も
よ
い
か
ら
だ
」
と
あ
る
の
も
、
子
孫
を
案
じ
る
、
『
書
』
の
二
疏
像
を
批

に
受
け
と
め
た
上
で
、
改
め
て
「
揮
金
」
の
意
義
を
指
摘
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
數
多
く
の
仕
の
な
か
か
ら
、
淵
明
が
な
ぜ
二
疏
を
取
り
上
げ
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
あ
る
度
得
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
仕
の
後
、
二
疏
は
特
に
何
を
す
る
で
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
「
揮
金
」
し
て
日
々
を
樂
し
ん
だ
。
そ
れ
は

（
國
家
）、
官
界
（
組
織
）、
家
族
の
た
め
で
は
な
く
、
限
り
あ
る
自
分
の
余
生
を
存
分
に
樂
し
む
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
淵
明
は
そ
こ
に
人
が
む
べ
き
「
」
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
穆
衡
（
Ｃ
）
の
べ
る
よ
う
に
、
淵
明
は
貧
困
の
中
に
あ
っ
て
、
い
や
貧
困
で
あ
れ
ば
こ
そ
な
お
さ
ら
「
揮
金
」
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
實
感
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
結
語
以
上
、
淵
明
「
詠
二
疏
」
詩
に
見
え
る
「
遑
恤
身
後
慮
」
の
句
を
め
ぐ
っ
て
、
關
す
る
い
く
つ
か
の
問
題
を
論
じ
て
き
た
。

な
ポ
イ
ン
ト
を
げ
れ
ば
、
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
①
一
見
無
關
係
に
見
え
る
「
早
期
引
」
と
「
揮
金
宴
樂
」
の
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
原
 
班
固
の
意
識
に
お
い
て
、
「
危
機
管
理
」
と
い
う
點
で
!底
し
て
い
た
。
②
『
書
』
に
取
材
し
て
「
詠
二
疏
」
詩
を
作
"す
る
詩
人
に
と
っ
て
は
、
二
疏
、
と
く
に
・知
足
・
に
對
す
る
班
固
の
否
定

#價
を
$
す
必
が
あ
り
、
張
協
は
「
高
%な
隱
」
と
し
て
、
淵
明
は
「
讓
の
禮
を
行
っ
た
人
物
」
と
し
て
二
疏
を
讀
み
直
し
た
。
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③
本
詩
執
筆
の
直
接
の
動
機
は
、
二
疏
が
「
揮
金
」
し
た
こ
と
に
あ
り
、
淵
明
は
こ
れ
を
「
家
族
の
た
め
で
は
な
く
、
自
分
の
た
め
に
余
生
を
樂
し
む
」
こ
と
と
解
釋
し
、
人
生
の
「
」
と
し
て
意
義
づ
け
た
。
思
え
ば
、
淵
明
が
生
き
た
東
晉
時
代
は
、
王
・
謝
を
代
表
と
す
る
門
閥
貴
族
が
勢
力
を
誇
っ
た
時
代
で
あ
り
、
そ
の
會
の
根
幹
を
な
す
も
の
は
家
族
本
位
制
で
あ
っ
た
。
榮
辱
は
個
人
の
も
の
で
は
な
く
、
一
族
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
・
個
人
義
・
と
で
も
呼
ぶ
べ
き
、
淵
明
の
こ
う
し
た
考
え
が
、
當
時
い
か
に
色
で
あ
っ
た
か
が
想
像
で
き
る
。
か
れ
の
「
詠
二
疏
詩
」
と
く
に
「
遑
恤
身
後
慮
」
の
句
は
、
家
族
義
を
當
然
と
し
て
疑
わ
な
い
、
同
時
代
の
讀
た
ち
に
大
き
な
和
感
な
い
し
衝
を
與
え
た
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
本
詩
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
三
つ
の
	が
有
力
で
あ
る
。
①
零
陵
王
が


さ
れ
た
宋
・
永
初
二
年
（
四
二
一
）
後
〔
淵
明
、
五
十
七
〕。
②
景
元
年
（
四
二
三
）〔
五
十
九
〕。
③
元
興
二
年
（
四
〇
三
）〔
三
十
九
〕。
い
ず
れ
も
「
詠
史
」
三
首
を
同
一
時
期
の
作
と
見
な
す
こ
と
で
は
共
し
て
い
る
。
筆
の
立
場
は
―
「
詠
史
」
三
首
は
作
で
あ
り
、
「
個
人
と
集
團
・
組
織
」
と
い
う
思
想
論
點
を
含
む
事
件
が
機
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
、
と
考
え
る
。
（
２
）
中
國
國
家
圖
書

『
陶
淵
明
集
』
（
北
京
圖
書
出
版
、
二
〇
〇
三
年
、
中
再
善
本
・
宋
・
集
部
）
を
底
本
と
す
る
。
（
３
）
「
務
」
は
、
以
に
あ
っ
て
き
わ
め
て
用
例
に
乏
し
い
語
で
あ
る
。
管
見
の
限
り
で
は
、『
三
國
志
』「
書
」
卷
五
十
五
の
裴
松
之

に
「
孫
曰
『
…
…
是
以
先
王
建
義
之
基
、
恢
信
順
之
宇
、
制
經
略
之
綱
、
明
貴
賎
之
序
、
易
而
其
親
可
久
、
體
而
其
功
可
大
、
豈
委
 
務 !
!、
邀
利
於
當
年
哉
…
…
』
」
と
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
こ
れ
に
從
っ
て
「
目
先
の
仕
事
」
と
譯
し
て
お
い
た
が
、
校
語
に
示
し
た
よ
う
に
、
各
種
宋
本
で
は
「
一
作
正
」
と
し
て
お
り
、
原
本
で
は
「
正
務
」
で
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
（
４
）
こ
の
二
句
に
つ
い
て
は
解
釋
が
分
か
れ
る
。

	は
、
「
子
孫
た
ち
!
!
!
!
が
!（
人
に
託
し
て
）
金
に
つ
い
て
質
問
す
る
の
は
"始
そ
の
殘
金
に
關
心
を
寄
せ
る
か
ら
だ
、
そ
れ
に
對
し
て
二
疏
は
!
!
!
#ら
か
な
言
$で
そ
の
不
明
を
%し
た
」
と
い
う
も
の
。
だ
が
、
①
一
聯
の
上
句
の
語
を
「
子
孫
」
ま
た
は
「
昆
弟
老
人
」
と
し
、
下
句
の
語
を
「
二
疏
」
と
す
る
の
は
、
不
自
然
で
あ
る
こ
と
、
②
『
&書
』
「
二
疏
傳
」
に
は
「
數
問
其
家
金
餘
'有
幾
(」
と
あ
り
、
二
疏
自
身
が
「
問
金
」
し
て
い
る
こ
と
―
等
か
ら
、
斯
波
六
)『
陶
淵
明
詩
譯
』
（
北
九
州
中
國
書
店
、
一
九
八
一
年
再
版
）
で
は
、
「
疏
廣
は
日
日
歡
飮
し
な
が
ら
、
陶
淵
明
「
詠
二
疏
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
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し
ば
し
ば
家
人
に
『
お
金
は
ま
だ
ど
れ
く
ら
ゐ
殘
つ
て
を
る
か
』
と
問
う
た
と
い
ふ
が
、
金
を
問
ふ
の
は
つ
ま
る
と
こ
ろ
金
に
心
が
あ
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
子
孫
の
爲
に
田
宅
を
買
へ
と
す
す
め
ら
れ
た
と
き
『
賢
に
し
て
財
多
け
れ
ば
…
…
』
と
い
う
俗
氣
ば
な
れ
の
言
で
、
人
人
の
が
て
ん
し
か
ね
た
點
を
わ
か
ら
せ
て
や
っ
た
」
と
解
釋
す
る
。
こ
れ
に
從
え
ば
、
二
疏
が
金
に
執
し
て
い
る
こ
と
を
批
す
る
文
意
と
な
る
。
ま
た
一
方
、
第
19句
の
「
寄
心
」
を
「
金
に
執
す
る
・
心
配
す
る
」
意
で
な
く
、「
本
心
を
打
ち
明
け
る
」
と
す
る
解
釋
も
あ
る
。「
因
爲
子
孫
託
人
問
金
、
最
後
向
人
托
出
他

盤
心
思
」
（
欽
立
『
陶
淵
明
集
』
〔
中
	

局
香
分
局
、
一
九
八
七
年
〕
）
。
こ
の
解
釋
で
あ
れ
ば
一
聯
の
語
は
二
疏
で
統
一
さ
れ
る
が
、
一
句
中
で
語
が
變
わ
る
こ
と
に
な
り
、
や
や
分
か
り
に
く
い
。
い
ま
は
ひ
と
ま
ず

に
從
っ
て
お
く
。
（
５
）
「
遑
恤
身
後
慮
」
に
つ
い
て
、
欽
立
『
陶
淵
明
集
』
で
は
「『
慮
』
は
『
恤
』
と
重
複
す
る
」
と
言
う
が
、
徐
復
「
『
陶
淵
明
集
』
擧
正
」
（『
徐
復
語
言
文
學
論
稿
』〔
江
蘇
育
出
版
、
一
九
九
五
年
〕

收
）
は
「
慮
は
謀
の
意
で
あ
る
か
ら
、
恤
と
は
重
複
し
な
い
」
と
反
論
す
る
。
ひ
と
ま
ず
徐
に
從
う
。
（
６
）
淵
明
が
「
讀
史
九
章
」
を
作
る
に
あ
た
っ
て
「
書
」
を
モ
デ
ル
と
し
た
こ
と
は
、
松
浦
友
久
「
陶
淵
明
の
『
讀
史
九
章
』
に
つ
い
て
―
そ
の
文
體
系
譜
と
實
作
意
圖
―
」（『
日
本
中
國
學
會
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集
』、
一
九
九
八
年
）
に
詳
論
さ
れ
て
い
る
。
（
７
）
魏
晉
南
北
時
代
の
詠
史
詩
（
篇
題
に
「
詠
～
」
と
題
す
る
も
の
）
の
う
ち
現
存
す
る
作
品
は
23首
あ
る
。
こ
れ
を
題
材
別
に
分
す
る
と
、
以
下
の
り
。
荊
軻
４
首
、
三
良
３
首
、
二
疏
２
首
、
魯
仲
（
＋
段
干
木
）
２
首
、
許
由
１
首
、
子
１
首
、
蘇
秦
＋
李
斯
１
首
、
李
牧
１
首
、
嚴
君
１
首
、
淳
于

１
首
、
司
馬
相
如
＋
父
偃
＋
朱
買
臣
＋
陳
１
首
、
汲
黯
１
首
、
楊
惲
１
首
、
馮
１
首
、
揚
雄
１
首
、
題
材
な
し
１
首
こ
の
う
ち
西
晉
・
左
思
の
作
が
９
首
を
占
め
る
の
で
、
班
固
に
始
ま
る
詠
史
詩
は
六
時
代
、
量
に
あ
ま
り
大
き
な
發
展
を
示
さ
な
か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
な
か
で
、
荊
軻
の
４
首
と
、
三
良
の
３
首
は
目
に
値
す
る
。
（
８
）
淵
明
の
「
詠
二
疏
」、「
詠
三
良
」、「
詠
荊
軻
」
は
い
ず
れ
も
、
題
材
を
同
じ
く
す
る
先
行
作
品
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
一
樣
に
「
詠
史
詩
」
と
題
す
る
。
も
し

の
り
、
淵
明
が
こ
れ
ら
の
作
品
を
同
一
時
期
に
作
っ
た
と
す
る
な
ら
、
ジ
ャ
ン
ル
な
枠
組
み
が
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
（
９
）
唯
一
、
西
晉
・
裴
（
二
六
七
～
三
〇
〇
）
の
「
辭
專
任
門
下
事
表
」
（『
晉
書
』
卷
三
十
五
）
に
「
昔
疎
廣 
戒
太
子
以
舅
氏
爲
官
屬
、
世
以
爲
知
禮
」
と
あ
る
。
（
 ）
こ
の
あ
た
り
の
事
!と
實
例
に
つ
い
て
は
、
沈
星
棣
・
沈
鳳
"『
中
國
古
代
官
吏
#休
制
度
史
』
（
江
西
育
出
版
、
一
九
九
二
年
）
第
三
章
に
詳
し
い
。
中
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（
）
『
韓
氏
易
傳
』
と
い
う
書
物
に
つ
い
て
は
、『
書
』
卷
十
「
藝
文
志
」
に
『
易
十
三
家
』
と
し
て
「
韓
氏
二
篇
。
名
嬰
」
と
あ
る
の
を
指
す
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
同
書
の
卷
八
十
八
「
儒
林
列
傳
」
に
「
韓
嬰
、
燕
人
也
。
孝
文
時
爲
士
、
景
時
至
常
山
太
傅
。
…
…
韓
生
亦
以
『
易
』
授
人
、
推
『
易
』
意
而
爲
之
傳
。
燕
趙
好
『
詩
』、
故
其
『
易
』
、
唯
韓
氏
自
傳
之
。
…
…
司
隸
校
尉
蓋
饒
本
受
『
易
』
於
孟
喜
、
見
	
韓
生
（
嬰
の
曾
孫
）

『
易
』
而
好
之
、
更
從
受
焉
」
と
あ
り
、
蓋
饒
は
嬰
の
子
孫
の
生
か
ら
『
韓
氏
易
傳
』
を
授
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
代
ま
で
に
び
て
い
た
ら
し
く
、『
隋
書
』「
經
志
」
に
は

し
て
い
な
い
。
な
お
い
く
つ
か
の
陶
詩
釋
書
で
は
、
『
史
記
』
卷
七
十
九
「
蔡
澤
傳
」
の
「
夫
四
時
之
序
、
功
去
」
を
出
典
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
第
一
に
、
本
詩
で
は
「
功
」
で
な
く
、「
功

」
に
作
っ
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
蔡
澤
の
發
言
の
意
圖
は
、
自
ら
そ
の
位
（
秦
相
）
に
就
く
た
め
に
相
手
に
引
・
交
代
を
求
め
る
こ
と
に
あ
り
、
自
ら
引
を
決
意
し
た
二
疏
と
は
文
が
な
る
か
ら
で
あ
る
。
陶
淵
明
「
詠
二
疏
」
詩
に
つ
い
て
（
井
上
）
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